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Sydney2000陸上競技を見て  
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AreportonSydney2000Track andFieldAthletics  

Ken Miyashita   

ために単身涯豪した。といっても，日本のデ  

レゲーションに加わったわけではないので，  

一陣上競技観戦者としての報昏となることを  

ご了承いただきたい。以下にシドニーオリン  

ピック陸上競技全般を見た感想を若干の資料  

と共に記すことにする。  

メダルの行方  

オリンピック全競技種目でのメダルの行方  

を大陸別にみると（図1・2），全メダル数の  

54％に相当する502個をヨーロッパの諸国が獲  

得し，続いて北・中央アメリカとアジアがそ  

はじめに  

現在，エリートスポーツ漑技者はオリンピ  

ックサイクルと呼ばれる4年間サイクルを用  

い，オリンピックの場で兢按力を十分に発揮  

できるよう組織的にトレーニングを横み，親  

授を続けている。   

昨年開催されたシドニーオリンピックに本  

学体育研究科を卒発し，ミズノに勤務してい  

る谷川聡暑が110mハードルの日本代襲選手に  

選考され，鱒者も形式上専任コーチとなった  

ことから，彼の治郎撮りをつぶきに見届ける  
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図1シドニーオリンピック全競技穫目の大陸別獲得メダル数  
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ている。続いてアフリカが全体の20％（28個）  

と全競技の80％に相当する28個を陸上競技に  

のみで獲得し，アジアを抜き陸上兢技での活  

躍が大きくクローズアップされた。逆にアジ  

アのメダル獲得数は全競技の獲得状況から見  

て大きく減少している（5個）のが目立つ。  

従って，陸上競技ではヨーロッパが主役ヒな  

るものの，米国，アフリカの活躍が目に付い  

た競技会であった。   

国別のメダル獲得状況を見ると（表1），男  

女合計で米国がトップで20個，その内訳は金  

10，銀4，飼6個である。続いてロシア，エ  

チオピアと続く。前回アメリカは地元開催で  

れほど違いなくおよそ全体の6分の1でそれ  

ぞれ160個と150個，その後，オセアニア（62  

個），アフリカ（35個），南アメリカ（19個）  

の順で続く。いかにメダルがヨーロッパ諸国  

に渡っているのかが分かる。旧ソ連の崩壊に  

よって多くの民族によって独立した国々が増  

え，この傾向に拍車を掛けているものと考え  

られる。   

次に陸上競技のみのメダルの行方をみると  

（図2・3），やはりヨーロッパの獲得数は全  

体の44％である68個と多いが，北・中央アメ  

リカが29％（32個）と全競技種目で見たもの  

と比べアジアを抜きヨーロッパとの麦を縮め  
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図2 シドニーオリンピックにおける大陸別メダル獲得数の割合  

N．＆C．AMERICA  

S．AHERICA  

0  10  ZO  30  40  50  60  70  

図3 陸上競技における大陸別メダル獲得数  
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表1シドニーオリンピック陸上競技における国別メダル獲得数  

【Tot】ll】  
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ンス，イタリアといった国々のメダル獲得数  

の減少とロシアの頑張り，そしてアフリカ諸  

国がその地位を固めつつあることを物語って  

いる。   

総合力は男子がアメリカ，女子ではロシア  

がトップ   

国内で行われるインターカレッジの対校得  

点方式（1位8点，2位7点，‥7位2点，  

あり，男子のみで金メダルを10個取っていた  

ことからも，今回の男子の凋落振りが大きか  

ったことを示している。男女別に見ると，米  

国がそれぞれトップであるが，男子ではケニ  

ア，キューバとメダル総数では続き，エチオ  

ピア，ポーランドが金メダル数で続く。女子  

ではロシアが数の上では米国と並んでいる。  

かっての陸上王国であるドイツや英国，プラ   
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が多く，ヨーロッパが続き，北・中央アメリ  

カが下位にわずかに入賞している。長距離は  

圧倒的にアフリカ勢が強く，ヨーロッパとア  

ジアが下位を占めている。競歩は男子はがー  

ランド，女子では中国が優勝，メキシコも多  

くの入賞者を出している。跳躍種目はヨーロ  

ッパと北・中央アメリカが強く，今回はオー  

ストラリアが下位入賞者を多く出して活躍が  

目立った。投てき種目は圧倒的にヨーロッパ  

諸国が強く，北・中央アメリカが続いている。  

混成競技はヨーロッパの独壇場であるが，米  

国がその一角を崩している。女子は入賞は全  

てヨーロッパ勢が占めた。以上のように，種  

目群でかなり特徴的な大陸別の色分けができ，  

人種や気候，地理的条件そして伝統といった  

要因によって，種目に対するより高い適性を  

持つ選手の存在が顕在化しつつあるように感  

じられた。   

国別の獲得点（表3）を男女合計でみると，  

上位から米国，ロシア，ドイツと続いている。  

10位以内に北・中央アメリカ3ヶ国，ヨーロ  

ッパ4ケ国，アフリカ2ヶ国，そしてオセア  

ニアのオーストラリアである。男子を見ると，  

米国がトップで，2位ケニアに2倍以上の得  

点差となっている。2位ケニアと7位ドイツ  

間で16点しか変がなく総合力が接近している。  

女子はロシアがトップで米国，ドイツと続く。  

8位1点とする）で大陸別の総得点を集計し，  

その総得点に対する割合を見ると（図4），メ  

ダル獲得数に対する割合と大きな蒙がない。  

北・中央アメリカが4％少ないのを除くと残  

りの大陸の変化は1から2％である。従って，  

メダルの獲得数が陸上競技界の勢力を見る尺  

度になりそうである。   

次に，入賞者を大陸別に種目群に分けて得  

点を集計すると（表2），大陸別の特徴が顕著  

に出現していることが分かる。短距離，ハー  

ドル，リレーのスプリント系は北・中央アメ  

リカの独壇場，中距離では優勝はアフリカ勢  

ASIA  

4兆  

SOUTHAMERJCA  ／  1％  

■  

AFRICA  

Zl％  

EUROPA   

45％  

ヨ  NORTH＆   

AMERICA  
25％   

図4 陸上競技における大陸別獲得点の割合  

表2 大陸別・種目群別獲得点  
【Men】  
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【Women】   
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注：男子100m及び800m各1名はゴールせず  
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表3 国別獲得点ベスト10  

【Hen】 ⊂0Untry POin七  【Totcll】country point  【wonlen】 ⊂Ountry POint  
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2  RUS  13Z  
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10位以内にヨーロッパが5ケ国と半数を占め，  

北・中央アメリカが3ケ国，アフリカのケニ  

アとオセアニアのオーストラリアが入ってい  

る。1位ロシアと2位米国の間には30点の差  

があるが，2位から4位ジャマイカまでには  

6点の差しか無く，総合力が非常に接近して  

いる。我々の最近の経験では100点を獲得する  

とインカレでの総合優勝争いに加わることが  

できるのであるが，かなり多くの種目で優勝  

や入賞者がいなければ100点を超すことはでき  

ない。米国男子の総合力はメダルの敷こそ減  

少したものの，依然として抜き出たものであ  

る。女子では金メダル放では米国に劣るもの  

の獲得メダル数では同じであるロシアが下位  

入賞が多く，2位米国に30点もの大萱を付け  

ている。また，旧ソ連であったベルラーシが  

9位で31点を獲得していることカモら，旧ソ連  

以来の過度を引き継いでいるとみることが許  

される。  

肥録は低調  

今回の大会ほど記録的な収穫が少なかった  

大会も珍しいのではなかろうか（表4）。世界  

記録は見られず，オリンピック記録は形式的  

には男子2種臥 女子5種目で計7種目とな  

っているが，実質男女各2種目（男子：1500  

表4 陸上競技において樹立された新記録  

◎世界妃録  なし  

◎オリンピック昔己録   

・男子1500m（3）：3’32”07   

・男子やり投げ（2）：90．17m   

・女子5000m（12）：14’40”79   

・女子10000m（6）：30’17”49   

・女子PV（1）：4．60m 一新種目   

・女子HT（1）：71．16m一新積層   

・女子」T（1）：68．91m一新規格  

◎オリンピック最高記録   

・男子20KmW（3）：1018’59”   

・女子マラソン（3）：20 z3’14”  

注：カツコ内は実数  

M・やり投，女子5000m・10000m）で4種目  

のみである。女子5種目のうち3種目が新種  

目（棒高跳，ハンマー投）あるいは新規格の  

種目（やり投）であるからだ。男子のやり投  

も新規格になってから2度目のオリンピック  

大会ということであるから，オリンピック新  

記録は実質中長距離種目のみであるといって  

もよい。また，オリンピック最高記録はロー  

ド種目に適用されるが2種目で，女子マラソ  

ンと男子の20km親歩である。このように記録  

的な成果は中長距離種目に集中していた感が   
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男子の更新率は7％，女子では11％と女子の  

出現率が多少高くなっている。メダル獲得者  

の全参加者に占める割合はリレー種目とロー  

ド種目を除いて6．8％であるから，自己記録更  

新率と大差がない。男子はほぼ等しい。この  

ようにしてみると，オリンピックというひの  

き舞台で記録更新することの困難性は，競技  

レベルに差はあるものの，メダルを獲得する  

確率と大差ないことになる。自己記録更新者  

に賞金を出そうとする英国の先見性は評価に  

催するといえる。オリンピック選手として選  

出されてから，非常に恵まれた条件下でトレ  

ーニングをし，その結果をきちんと出せるこ  

とは当たり前のようでいて非常に難しいこと  

表5 シドニーオリンピック参加者のPB，S王i  

の達成率  

ある。記録低調の要因を挙げると，まず，南  

半球開催の困難性が考えらよう。北半球主事  

のオリンピック開催からすれば，北半球の競  

技シーズンに可能な限り接続させねばならな  

い苦慮の末，まだ肌寒い早春の開催となった  

のではなかろうか。日中の温渡な時間帯は陸  

上競技にとって休憩時間となり，夕刻から始  

まる競技会の観戦は頭上に遮るものがなけれ  

ば頭がジンジンするほど寒かった。従って，  

中長距離種目に記録的な成果が多く出現した  

ものと考えられる。次に，走路が柔らかかっ  

たということを選手がよく言っていた。更に，  

ウォーミングアップ場と本競技場で走路の硬  

度差があったことも明らかにされ，選手はよ  

り柔らかい走路で競技したことになったこと  

は不幸であった。記録の出方からいえば，中  

長距離種目や女子選手に合った走路の硬度で  

あったと考えられる。更に，出場した選手か  

らは風の方向が定まらなかったことが集中力  

や力の発揮にマイナスの影響を与えたと聞く  

ことが多かった。競技場のスタンドはこれま  

でにない11万人収容の巨大スタジアムであっ  

た。これは10階建ての建造物ほどの高さがあ  

り，コーナー部分の観客席がとぎれているた  

めに風が各所で巻いていたのではないかと考  

えられた。高いレベルでの競技はスピードが  

大きいことから風の影響は馬鹿にならない程  

大きな影響を与えたものと考えられる。  

自己記録更新率はメダル獲得率にほぼ相当  

オリンピック前の新開に英国がオリンピッ  

ク競技会で自己新記録を出した選手に対し，  

その出身クラブを含めて表彰すると報じてい  

た。いかに大舞台での記錬更新が困難なのか  

を物語るものである。そこで，正式記録発表  

時に記される自己最高記録或いは自己最高記  

録に相当するような記載，例えば，国内新記  

録，大陸新記録を含めて集計し，その出現率  

を算出した（表5）。その結果，競技会を通し  

た全参加者のおよそ9％が自己記録を更新し，  

TotaI  Men  Women  

蓼加曽数  1629  

PB速成著た  145  

％  臥9  7．0  11．3   

予＃  69  37  3Z  

導決片  15  6  9   

決勝  61  Z1  39  

S8達成暮赦  

％  

61  59  

6．7  8．2   

■
U
 
4
 
 

Z
7
．
 
 

1
 
 

39  Z4   

4  9  

千旦  
坤決■  
決■  44  18  Z6  

PB＋SB  26S  IZ5  140  

％  16．3  13．8  19．5  

・PB：自己■1巴■、SE巨シーズン■嘉配■モモれfれ示ナ  

・リレー．ロードt目（マラソン、触歩）モーく  

表6 種目別PB達成率  

M即    PB（％）  Women PB（％）  
10000m    29．4   

400mH  14．S   

ヰ00m  13．2   

200rn  9．O   

JT  8．3   

800m  8．Z  

Decath】on    7，9   

＝OmH  7．O  

S P  5．4   

100m  5．2  

T」  5．O  

DT  4．4   

5000m  Z．8  

PV  Z．8  

1500m  2．4  

HT  2．3  

LJ  l．9  

3000mSC O．O  

HJ  O．0   

800m  31．6   

5000m  28．6  

10000m    22．0   

400m  17．5  

PV  16．7   

」T  14．3   

200m  13．7  

S P  12．O  

HT  lO．7  

400mH  9．1  

TJ  7．4  

100m  6．0  

100mH  5．4  

HJ  Z．7  

1SOOm  O．O  

LJ  O．O  

DT  O．O  

Heptathlon O．0  
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である。選んだ側も選ばれた側も滞足できる  

このような表彰を大いに推進してもらいたい  

ものである。また，種目別に自己最高記録の  

達成率を大きなものから順に並べると表6の  

ようになる。中長距離種目で高く，パワー種  

目で低い傾向が明らかである。   

な軌 記録掲戦時に記されるシーズン最高  

記録の出現率を算出すると，全参加者のおよ  

そ7％であり，男子7％，女子8％となって  

いる。従って，自己記録とシーズン最高記録  

とを達成した兢技者の割合は全参加者でおよ  

ぞ16％，男子で14％，女子20％であり，数字  

の上ではおよそ6人に1人の割合で何らかの  

記録的成果を挙げたことになる（襲5）。   

記録の低調さとは襲腹に，スタジアムは10  

万人を越える観衆で朝から連日非常に盛り上  

がっていた。地元オーストラリア人のスポー  

ツ好きと相まって学校や一部会社も休んで世  

界の祭典を楽しもうとしていたことが伝わっ  

てきた。家族連れも多かったし，また，競技  

開始前から席がすっかり埋まっていたのには  

聡いた。午前中は予選のみや混成競技が行わ  

れたり，ロード穫目のゴールしか見られない  

のにも関わらず早朝から滴飼，オージーAugie  

コールがあちこちからわき起こる。そ・して，  

穀商に盛り上がったシーンは何といっても，  

女子400m決勝で地元フリーマン選手が優勝し  

た時と男子走幅跳決勝で地元トーリマ選手が  

逆転を狙った最終跳躍をした時であった。い  

ずれも地元期待選手の出場とその清輝に対す  

る声援であったが，11万人という体験したこ  

ともない大声援はゴーといううなり声のよう  

に感じられた。観客の期待とその期待に応え  

た選手の一体感には素晴らしさを越えて求ま  

しさをも感じるものであった。国威発揚の機  

会と椰赦されるが，同じ時空を共有した者に  

しか味わえない至福の時間ということができ  

ょう。選手は成し遂げたことの偉大さを観客  

はその場を作り居合わせた草道を感謝したの  

である。   

女性主役の大会7  

今回のシドニー大会は女性主役の大会では  

なかったと思われる。短距離では5冠を目指  

した米国のマリオン・ジョーンズ（写真上）  

が100m，200m，4×400mリレーで3個の金  

メダルを獲得し，国を背負って400mで地元優  

M．ジョーンズ（USA）選手  

P．フリーマン（AUS）選手  

高橋尚子選手  
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単純な達成率の当てはめが必ずしも適切かど  

うか問題の残る部分ではある。しかし，他の  

種目と比べてもなお日本女子選手として史上  

初の金メダルを獲得した帯締選手のできの属  

さが理解できる。男子トラック種目ではベス  

トを出すかほぼベスト記録を出せない限り，  

入賞は難しいことが分かる。男子の5000mや  

10000mの優勝タイムが悪かったためにいずれ  

も98％以上の達成率を挙げているが，更に健  

勝記録の98％以上の達成率を挙げることがで  

きると，入賞の可能性が出てくることがハン  

マー投げなど入賞に近かった種目でみること  

ができる。その際の自己の達成度が98％以下  

であっては入寮の可能性が低いと思われる。  

このところ入賞を果たしていた女子の長距離  

トラック陣はトップフォーム下限の準備状態  

を示し，必ずしも準備状態が悪かったのでは  

なく，今回世界のスピードに立ち遅れを示し，  

入賞者を出すことができなかったとみること  

ができる。こうしてみると，今後女子マラソ  

ンの他に男子の短距離や長距離，ハンマー投  

げに入賞の可能性がみえてきたことは資料が  

語ると共に，日本人選手の戦い振りをつぶさ  

に見て感じるものであった。  

日本のコーチ体制  

日本の水泳陣はそのレベルが高いことから，  

ワンツーマンの指導体制を敷き，それぞれが  

ベストと思われる最終調整をして競技会に轄  

んだことが知られている。一方，陸上競技は  

入賞の期待される種目コーチのみがデレゲー  

ションに加わり，その線から漏れた種目のコ  

ーチにはIDさえ渡らなかった。また，積極的  

に個別コーチを伴って戦うという体制が伝わ  

ってこなかった。結果論ではあるが，優勝記  

録に対する達成度を見ると，代表選手を輩出  

した種目に大差はなく横一線である。今回ブ  

ロックコーチが役員に入らなかった跳躍陣の  

出来が非常に悪かったことは明白である。現  

在，役員や選手の費用に関してはそれほど大  

膵を成し遂げたオーストラリアのパシー・フ  

リーマン（写真中），そして国民的な期待の中  

で完重な準備をし完壁なレースでオリンピッ  

ク最高記録で優勝したマラソンの高橋尚子（写  

真下）と女性選手の活躍が目立った大会とい  

っても良い。また，棒高跳やハンマー投げも  

新たにオリンピック種目として加わり，初代  

オリンピックチャンピオンが誕生した。オリ  

ンピックに初めて女性が参加した1928年のア  

ムステルダム大会から72年が過ぎたが，水濠  

のある障害物顛走のみがオリンピック種目と  

してまだ認定されていない。既に欧米でその  

レースも行われており，近い将来，男女同じ  

競技種目数になるであろうことが予測される。  

いよいよ男女差のない柾目構成となり，チャ  

レンジする機会の均等化が図られ，主役の座  

を女性が占める確率も漸増することになる。  

日本選手の活躍の跡  

表7は日本代表選手のオリンピック大会で  

の最高記録を自己最高記録とオリンピック優  

勝記録との比較から達成度をみたものである。  

日本人選手の自己最高記録からみた平均達成  

度は男女で97．3％，男子97％，女子98％であ  

った。種目によって異なるが，達成記録が最  

高記録の2％以内であればほぼ競技的なトッ  

プフォーム（マトヴェーエフ（1985），村木  

（1994））を示し，最適レディネスの状態で競  

技をしたと云われている。女子は集団として  

何ヒかトップフォームに近く，男子は集団と  

して多少できが悪かったことを示している。  

また，優勝記録に対する達成度をみると，男  

女共平均で95％台であった。   

オリンピックの優勝者，女子マラソンの高  

橋選手の自己達成率は99％，入賞した10000m  

高岡選手は自己新で100％を越え実力を十分に  

発揮したといえる。また，女子マラソン8位  

の山口選手は96％台と多少達成度が低いが，  

ロードレースそあり，レース展開やコース構  

成でかなり記録的には変化が生じることから  
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表7 日本代者選手の自己傲商記録・優勝記録に対する達成率   

種目  自己廠棚   
100瓜1  10．00   

ユ00爪  20．1（；   

100m  10ユ5   

10【〉m  lO．之0   

之00皿1  20．‘7   

ヰ00血  45．69   

ヰ00nl  ヰ5．81   

ヰ00m  ヰ5，69   

5000血  1ユ．13．ヰ0  

10000皿    ユ7．■9．89   

5000m  lユユ3．ヰ9  

10000m  ユ750．46  

M甘地on  2．Od57  

M∬血on  2．09．04  

M血on  乞08．ヰ8  

110mH  13．55  

刷mH  ヰ8ユ6  

400mH  ヰ8．99  

400mH  48．91  

20KmW  l．19ユ9  

ヱOKmW  l．19．ヰユ  

50K皿1W  3．ヰ9．38  

50KmW  350．l－I   

HJ  ユ．ユI   

PV  5．m   

LJ  8ユS  

I－J  8．ほ   

TJ  17．0ユ   

HT  80.56 

隅
慧
棚
棚
棚
棚
…
醐
醐
醐
棚
闇
冊
冊
㈱
馴
肺
綿
洞
佃
晰
㈹
爛
珊
剛
岨
拙
榊
拙
 
 

自珊琳こ対する00％  価贈記緑  健勝肥軌こ対する00％  
骨
相
闇
諾
意
…
憲
m
慧
m
蕊
闇
貰
ほ
蕊
制
 
 
 

司
司
膏
之
音
淳
彦
児
成
 
 

6
1
7
3
．
5
6
0
1
0
J
0
0
月
 
9
7
細
9
8
．
9
6
．
1
0
1
9
9
．
9
9
9
8
．
9
8
．
1
0
0
9
7
．
1
0
0
 
 

9．87   

ユ0．09   

9．87   

9．87   

ユ0．09  

43朋）   

ヰ3．8ヰ   

13．8ヰ  

13．35．ヰ9  

ユ7，18．之0  

1ユ．35．ヰ9  

ユ7．18．ユ0  

ユ．10．11  

2．10．11  

3．00   

ヰ7．50   

47．50   

疇7，50  

1．1臥59  

l．18．59  

3．ヰユ．2之  

6
・
。
 

9
椚
9
5
m
那
那
附
拙
9
8
・
 

薄戚．  

彦
行
次
之
鮫
二
修
大
喝
哲
介
男
彦
久
単
相
相
法
治
 
 

94．0  

91一ヰ  

98．6  

96．ユ  

96．∫  

9：l．5  

9：l．1  

90．6  

93．1  

97．1  

95．0  

97．9  

97．4  

8
 
J
 
6
0
 
7
0
 
8
0
 
7
〇
 

．
 
 
 
 
 
．
9
 
3
 
7
 
舛
氾
乳
糾
7
6
乳
氾
氾
8
7
．
 
 

ユ．35  9l，5  

5．9  9ヰ．1  

8．55  9l．7  

17．71  9ヰ．1  

80－02  98．1  

男手平均   

15，09．05  15．48．ユ0  

15．17，氾  15．39．83  

15．ユ0．53  15．23．ヰ1  

31．ユ7．57  3l．5ユ．59  

31ユ之．乃  氾．07．68  

31．09．46  31．ユ7，ヰヰ  

ユーユ7．m  ユ．30．3ヰ  

ユ．2l．イ7  ユ．ユ3．1イ  

ユ．ヱ2．1Z  ユ．ユ7．03  

13．00  13．11  

1．！叫  1．氾  

1．9ヰ  1．91  

96．8（為兼を除く）  ，5．0（為束を除く）   

1ヰ．10．79  9ユ．9  

1ヰ．10，79  93．7  

1ヰ．40．79  95．1  

30．17．ヰ9  95  

30．17．49  舛j  

30．17．ヰ9  96月  

2ユユ．14  95，l  

ユ．ユ3．14  10（I  

ユ．2ユ．1ヰ  97．イ  

1ヱ．65  96.fi 

lOl  好J   

LOl  ！沌J  

95．ア  

95．之（為東を隙く）  

志水鬼千手  50叩m  

田中めぐみ  ∫Mm  

7机Il良子  SOOOm 

高柵千願  lOOOOm 

弘山吋爽  10000m  

川上≠子  1000Om  

市柵有里  M肝油0瓜  

高嶺朋子  M鋸■山○爪  

山口惰里  M■川止○且  

金沢イボンヌ  100mH  

今井脚  HJ  

太田陽子  HJ  

PBn■－  4   

9
 
7
 
7
 
7
 
7
 
ハ
U
 
7
 
八
V
 
7
 
つ
】
 
5
 
7
 
h
フ
 
8
 
7
 
b
7
 
7
 
 
，
 
－
b
 
q
′
 
 

9
 
9
 
9
 
9
 
9
 
9
 
q
■
 
q
′
 
9
 
9
 
 

99．0  

100．0  

98．3   

97．3（鶴来を除く）  

DNF：途中贅樽  

Dq：途中失格  

NM：肥舟なし  

女子平均  

全体平均  PBn朋叩  10．5  

儀考 リレー柵目整除く  

大串は入賞蠣  

OG：オリンピックでの♯高配繹  

PBn：自己最高桝立竃（自己タイを含む）の緻  
PBn％：自己最高紀書棚立場の日本人鬱加遇手に対する割合（％）  

きな問題とはならないし，強化の方針でも個  

別コーチの位置づけをかなり明白にしている  

と思われる。そのような意味で今後個別コー  

チ体制を徹底して，オリンピックというよう  

な特別な舞台での活躍を期してもらいたい。  

そして，オリンピックに関しては徹底した茅   
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つり方式の強化策を採用するべきである。単  

一民族の兢技力はピラミッドではなく台形に  

近V），従って，誰かが世界への扉を開けなけ  

ればならないのである。突出した個別コーテ  

ィングの成果を事例的に集め，その情報をフ  

ローさせることによって底辺の引き上げに結  

びつけるような強化体制が今後重要であると  

思われる。これからの種目も選手とコーチが  

世界の仲間入りをし，情勢を肌身に染みさせ  

学んで行くプロセスが重要だ。本格的な個別  

コーチングが日本の土壌に育つシステムを統  

括団体は意識的に試行し，実践していくこと  

が望まれる。  

おわりに  

オリンピックは4年に1度の世界規模の祭  

典である。古代ギリシャのオリンピック開催  

時のように世界の休戦状態を作り上げるとは  

いかないが，平和裏に開催され，世界最高を  

目指す選手が一同に参集し競技を繰り広げた。  

近代オリンピックの祖，クーペルタン男爵は  

一堂に会した青年を将来の世界のリーダーと  

して教育しようと企てたのである。しかし，  

現状は余りにも勝敗に固執し，また，商業主  

義やメディアの力に圧倒されている感が否め  

なく，彼の理想とはかなり帝離したものとな  

ってしまっているのは残念である。しかし，  

競技力の向上はスポーツ文化の向上に他なら  

ない。その過程で人そのものが疎外されない  

ように配慮されることが重要だ。人間科学の  

粋を動員し，果てしない人類の挑戦が続く限  

り，終わりのない努力が傾注されるであろう。  

その実大なエネルギーをプラスに昇華する人  

類の英知がある限り，オリンピックは前進を  

続けるのではあるまいか‥…・ 。と雑感しなが  

らも，やはり，お祭りはその場に参加し己の  

五感をもって体感してこそ本当に楽しめるも  

のであることや我々コーチは肌身でオリンピ  

ックレベルの親技力を感知することの重要性  

を改めて感じながら帰国の途についた。良い  

経験をさせていただいたことに感謝しつつ報  

告とする。  

（本内容はつくぼスポーツサイエンスセミナ  

ー「シドニーオリンピックを語る」にて発表  

したものをもとに記した）  
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